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平成 19年度

一般会計
予算

 

歳
入
の
部

　

歳
入
は
、
大
き
く
次
の
二
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

① 

自
主
財
源

② 

依
存
財
源

○
自
主
財
源

　

自
主
財
源
に
は
、
町
税
や
使
用

料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど

が
あ
る
。
そ
の
額
は
、
８
億
９
，

３
７
３
万
円
余
り
で
、
歳
入
全
体

の
16
・
9
％
。
こ
の
う
ち
町
税
は
、

国
か
ら
の
税
源
移
譲
等
に
よ
り

４
億
７
千
万
円
余
り
を
計
上
。
前

年
度
当
初
予
算
と
比
べ
8.4
％
伸
び

て
３
，
６
５
４
万
９
千
円
の
増
額

を
見
込
み
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税

は
、ほ
ぼ
前
年
度
並
み
。
し
か
し
、

禁
煙
傾
向
に
あ
る
町
た
ば
こ
税
に

つ
い
て
は
２
百
万
円
の
減
額
。

　

各
種
基
金
か
ら
の
繰
入
金

は
、
前
年
度
額
と
比
べ
２
億
２
，

４
７
１
万
円
余
り
を
減
額
し
、

１
億
９
，
２
９
２
万
３
千
円
に
抑

え
ま
し
た
。

○
依
存
財
源

　

依
存
財
源
に
は
、
歳
入
の
大
き

な
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
や
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
が
あ

る
。
交
付
税
は
、
新
た
に
新
型
交

付
税
の
導
入
で
先
行
き
不
透
明
と

し
な
が
ら
昨
年
度
実
績
額
の
概
算

か
ら
普
通
・
特
別
交
付
税
を
合
わ

せ
た
27
億
円
を
計
上
。
歳
入
全
体

の
51
・
1
％
を
占
め
ま
す
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
（
後
年
度
地

方
交
付
税
に
算
入
）
は
１
億
４
，

０
０
０
万
円
余
り
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
有
提
供
施
設
等

所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
が
１
，

１
８
２
万
３
千
円
と
増
額
し
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議
が
３
月
20
日
、
議
会
本
会
議
場
で
あ
り
、
平
成
19
年
度

一
般
会
計
予
算
案
な
ど
38
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
の
総
額
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
98
億
７
，
７
３
５
万
１
千
円
で
前
年
度
当

初
予
算
額
に
比
べ
る
と
８
，
７
１
７
万
４
千
円
、
0.9
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
前
年
度
予
算
よ
り
２
億
８
，
５
４
５
万
４
千
円
減
額
の
52
億
８
，
５
１
９
万
６
千

円
と
過
去
10
年
間
で
最
も
縮
小
し
た
が
、
特
別
会
計
で
は
前
年
度
と
比
べ
１
億
９
，
８
２
８
万
余
り
増
で
、

45
億
９
，
２
１
５
万
５
千
円
4.5
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
藤
啓
雄
町
長
は
依
然
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
「
今
後
も
積
極
的
に
財
政
改
革
を
推
進
し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
応
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
効
率
的
な
配
分
に
傾
注
し
た
予
算
を
表
明
し
た
。
こ
こ
で
は
19

年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計　歳入　52億 8,519 万６千円

自主財源
８億 9,373 万 6 千円

（16.9％）

依存財源
43 億 9,146 万円
（83.1％） 

町税
4億 7,402 万 3 千円（9.0％） 

繰入金
1億 9，292 万 3千円（3.7％）
その他（自主財源分）
2億 2,679 万円（4.3％）
分担金及び負担金

2,265 万 7 千円（0.4％）
使用料及び手数料

9,256 万 6 千円（1.8％）
財産収入

3,368 万 8 千円（0.6％）
寄付金

62 万 6千円（0.0％）
繰越金

500 万円（0.1％）
諸収入

7,225 万 3 千円（1.4％）

国庫支出金
7億 895 万 7千円（13.4％）

県支出金
4億 1,199 万 4 千円（7.8％）

地方交付税
27 億円（51.1％）

町債
3億 8,090 万円（7.2％）

地方譲与税
7,174 万 3 千円（1.4％）

利子割交付金
184 万 6千円（0.0％）

配当割交付金
140 万 8千円（0.0％）

株式譲渡所得割交付金
186 万 3千円（0.0％）

地方消費税交付金
7,236 万円（1.4％）

自動車取得割交付金
2,181 万 1 千円（0.4％）

国有提供施設等所在市町村
助成交付金

1,182 万 3 千円（0.2％）
地方特例交付金

564 万 3千円（0.1％）
交通安全対策特別交付金

111 万 2千円（0.0％）

義務的経費
22 億 2,252 万 8 千円

（42.1％）

投資的経費
10 億 515 万 5千円
（19.0％）

人件費
12 億 9,723 万 1 千円

（24.5％）

扶助費
1億 2,165 万 4 千円

（2.3％）

災害復旧費
0円

公債費
8億 364 万 3千円
（15.2％）

物件費
9億 502 万 8千円
（17.1%） 

維持補修費
2,033 万 2 千円（0.4％）
積立金
257 万 5千円（0.0％）

投資及び出資金
274 万円（0.1％）

貸付金
324 千円（0.0％）

予備費
500 万円（0.1％）

その他の経費
20 億 5,751 万 3 千円

（38.9％）
繰出金

5億 3,166万 8千円（10.1%）
補助費等

5億 8,984 万 6 千円 
（11.2%）

普通建設事業
10 億 515 万５千円
（19.0％）

 

歳
出
の
部

　

歳
出
予
算
は
、「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
既
存
の
事
務

事
業
や
町
単
独
補
助
を
見
直
し
、

廃
止
や
補
助
金
の
減
額
、
経
常
経

費
の
削
減
、
人
件
費
の
増
大
抑
制

に
努
め
る
と
共
に
節
減
合
理
化
を

図
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
み
る
と
議
会
費
、
総

務
費
、
商
工
費
、
土
木
費
な
ど
が

増
額
。
主
に
減
額
さ
れ
た
も
の
は

農
林
水
産
業
費
の
農
産
物
加
工
施

設
建
設
完
成
に
伴
う
建
設
費
等
。

消
防
費
は
大
島
地
区
消
防
組
合
負

担
金
な
ど
。

　

性
質
別
で
は
人
件
費
が
退
職
者

と
新
規
採
用
職
員
分
の
差
額
な
ど

で
１
，
９
３
７
万
９
千
円
減
額
と

な
る
12
億
９
，
７
２
３
万
１
千

円
、
扶
助
費
と
補
助
費
等
は
、
障

害
者
福
祉
費
の
科
目
の
組
み
替
え

に
よ
る
増
減
。
教
育
費
の
学
校
施

設
補
修
な
ど
が
減
額
さ
れ
、
全

体
で
前
年
度
5.1
％
減
の
２
億
８
，

５
４
５
万
４
千
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

町民生活・生活環境関係
地方公共交通特別対策事業
補助金 3,000 万円 

鹿児島・喜界・知名航路
運営基金負担金 908 万円 

廃棄物収集及び運搬業務
委託料 2,455 万 2 千円 

焼却灰搬出処理委託料 1,044 万円 
浄化槽設置整備事業補助金 1,720 万円 
戸籍システムリース料 618 万 8千円

福祉関係
障害者自立支援給付費 1億 1,569 万 9千円 
重度心身障害者医療費
助成金 1,680 万円

児童手当 6,856 万 5 千円
産業・観光関係

農業共済事業運営負担金 1,764 万 6 千円
さとうきび生産振興基金事
業補助金 500 万円

畜産基盤再編総合整備事業
補助金 2,000 万円

畜産環境総合整備統合事業
負担金 653 万 5千円 

農業・農村活性化推進施設
等整備事業補助金
（園芸・果樹）

6,163 万円

獣医委託料 9,20 万円 
公園管理委託料 609 万 7千円 
空港臨海公園管理委託料 1,720 万円

平成 19年度主な事業

は新規事業

用
語
説
明

【
歳
入
】

○
自
主
財
源

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入

す
る
こ
と
の
で
き
る
財
源
。
地
方
税
、

分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
、

財
産
収
入
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸

収
入
な
ど
。

○
依
存
財
源

　

依
存
財
源
と
は
、
国
や
県
の
決
定

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
収
入
の
こ
と
で
、

補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
ま
た
、
借

入
金
（
町
債
）
な
ど
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。

○
地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
に
は
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
が
あ
り
、
普
通
交
付
税

は
、
都
市
で
も
地
方
で
も
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

税
収
な
ど
の
不
足
を
補
う
た
め
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
所
得
税

な
ど
の
国
税
の
一
定
割
合
が
そ
の
財

源
。
ま
た
、
特
別
交
付
税
は
、
災
害

な
ど
の
特
別
な
事
情
に
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

○
国
庫
支
出
金

　

国
が
、
特
定
の
事
業
費
の
一
部
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
る

補
助
金
等
。

○
町
債

　

町
債
と
は
特
定
の
事
業
目
的
の
た

め
に
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
町
が
国

や
銀
行
か
ら
資
金
の
借
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
負
担

す
る
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
歳
出
】

○
義
務
的
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
。

○
投
資
的
経
費

　

普
通
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
費
な

ど
、
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向

け
ら
れ
、
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出

さ
れ
る
経
費
。

○
性
質
別

　

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
節
」
の

区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。
財
政
の

健
全
性
、
弾
力
性
を
測
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
目
的
別

　

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
款
」

「
項
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。

各
部
各
課
ご
と
の
お
お
ま
か
な
予
算

の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
人
件
費

　

特
別
職
や
一
般
職
の
給
与
な
ど
。

○
公
債
費

　

町
が
発
行
し
た
地
方
債
（
借
金
）
返

済
の
た
め
の
経
費
。

○
扶
助
費

　

生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
に
充
て

る
た
め
の
経
費
。

○
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
橋
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
の

公
用
施
設
の
新
築
や
増
設
等
の
建
設

に
か
か
る
経
費
。

○
物
件
費

　

旅
費
や
消
耗
品
、
役
務
費
、
使
用

料
及
び
賃
借
料
、
備
品
購
入
費
、
交

際
費
、
委
託
料
な
ど
。

○
補
助
費
等

　

謝
金
や
補
助
金
、
負
担
金
及
び
交

付
金
、
火
災
保
険
、
自
動
車
損
害
保

険
な
ど
。

○
繰
出
金

　

繰
出
金
と
は
、
会
計
間
（
一
般
・

特
別
）
で
や
り
と
り
さ
れ
る
経
費
の

こ
と
。

社会基盤関係
県営畑地帯総合整備（担い
手育成型）事業負担金 1億 4,805 万円 

国営かんがい排水事業
負担金 2,959 万 8 千円 

県営畑地帯総合整備（担い
手支援型）事業負担金 2,100 万円 

荒木漁港地域水産物供給
基盤整備事業 9,565 万円 

地籍調査基本測量委託料 1,352 万 5 千円 
道路改良舗装工事 3,310 万円 
喜界島港（手久津久・志戸
桶）改修工事等 5億 7,250 万円 

基本設計委託料（公営住宅） 1,200 万円 
大島地区消防組合負担金 1億 5,759 万円 

教育・文化関係
パソコンリース料
（小・中学校） 3,140 万 3 千円 

学校施設補修工事 1,900 万円
畑総発掘調査（埋蔵文化財） 4,284 万円 
県体大島地区大会選手派遣
補助金 500 万円 

パン米飯加工委託料 713 万円 
繰出金

簡易水道事業特別会計
繰出金 1,934 万 9 千円 

屠畜場事業特別会計繰出金 84 万 6千円 
老人保健特別会計繰出金 9,486 万 2 千円 
国民健康保険特別会計
繰出金 1億 2,068 万 9千円 

歳出　52億 8,519 万６千円
議会費

9,338 万 1 千円
（1.8%）

総務費
6億 3,724 万 2 千円

（12.1%）
民生費

5億 7,819 万 1 千円
（10.9%）

衛生費
2億 237 万 6千円
（3.8%）

農林水産業費
8億 1,817 万 1 千円
（15.5％）

商工費
4,470 万 8 千円
（0.8%）

土木費
7億 5,607 万 6 千円　

（14.3%） 消防費
1億 7,919 万 3 千円

（3.4%）
教育費

6億 3,554 万 9 千円
（12.0%）

公債費
8億 364 万 3千円
（15.2%）

諸支出金
5億 3,166 万 6 千円

（10.1%）

性質別 目的別
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特
別
会
計
予
算

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

▽
事
業
勘
定

　

前
年
度
に
比
べ
１
億
１
，
２
０
３
万
５
千
円

増
の
11
億
６
，
８
２
９
万
円
を
計
上
。
歳
出
で

は
、
新
設
さ
れ
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

拠
出
金
が
１
億
５
千
万
円
余
り
増
え
ま
し
た
。

▽
直
診
勘
定
＝
診
療
所

　

前
年
度
に
比
べ
２
，
３
７
８
万
５
千
円
減
の

１
億
８
，６
５
０
万
６
千
円
を
計
上
。
歳
入
の
外
来

収
入
で
１
，９
８
６
万
円
余
り
減
額
を
見
込
み
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

介
護
保
険
は
認
定
者
の
増
加
に
よ
り
、
保
険
給

付
費
も
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
制
度
改
正
で
単
価
は
減
と
な

り
、
今
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
約
１
，
１
４
３
万

円
余
り
減
っ
て
、
７
億
５
，
３
１
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
】

　

再
編
推
進
事
業
に
よ
る
南
部
地
区
統
合
の
実

施
と
老
朽
化
が
激
し
い
、
湾
、
池
冶
、
小
野
津
地

区
の
基
幹
改
良
事
業
を
実
施
す
る
。
前
年
度
に

比
べ
１
億
４
，
１
８
５
万
６
千
円
増
の
４
億
３
，

６
１
７
万
９
千
円
を
計
上
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

施
設
の
維
持
管
理
費
と
公
債
費
が
主
で
、
前
年

度
に
比
べ
３
６
５
万
９
千
円
増
の
８
，
５
０
６

万
４
千
円
を
計
上
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】

　

本
年
度
は
、
管
路
施
設
の
湾
地
区
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
整
備
。

平
成
19
年
度

条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
等

　

前
年
度
に
比
べ
１
，
６
４
６
万
５
千
円

減
の
３
億
７
，
３
２
６
万
５
千
円
を
計
上
。

【
老
人
保
健
】

　

老
人
保
健
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
や

県
、
市
町
村
や
各
保
険
者
が
負
担
金
を
出
し
合

い
、
高
齢
者
の
医
療
を
国
民
み
ん
な
で
支
え
合
う

制
度
で
す
が
今
年
度
で
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
来
年

度
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
と
移
行
さ

れ
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
11
億

４
，
１
６
０
万
４
千
円
を
計
上
。

【
老
人
福
祉
施
設
事
業
】

　

独
立
採
算
性
に
留
意
し
、
入
所
者
の
快
適
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
運
営
に
努
め
る
。
今
年
度
の
予

算
は
４
億
４
，
５
４
６
万
円
６
千
円
。
前
年
度
比

７
５
５
万
円
の
減
。

【
屠
畜
場
事
業
】

　

本
年
度
も
前
年
度
同
様
、
豚
や
山
羊
の
適
正
な

処
理
を
行
う
た
め
２
５
８
万
８
千
円
を
計
上
。
屠

畜
場
使
用
料
と
し
て
１
７
４
万
円
、
一
般
会
計
か

ら
84
万
６
千
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

報　
　

告

◎
喜
界
町
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
国
、
県
の
法
令

を
踏
ま
え
、
喜
界
町
国
民
保
護
計
画
を
作
成
し
ま

し
た
。

◎
喜
界
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
つ
い

て

　

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
定
め
た
基
本
事
項

の
う
ち
、
ご
み
排
出
抑
制
・
資
源
化
に
視
点
を
置

い
て
、
中
・
長
期
的
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
係
る
変
更

で
助
役
が
副
町
長
に
、
収
入
役
制

度
も
改
正
さ
れ
ま
す
！

　

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
の
自
主
性
・
自

立
性
の
拡
大
を
図
る
た
め
平
成
18
年
６
月
に
「
地
方
自
治
法
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
で
は
助
役
を
副
町
長
に
、
特
別
職

と
し
て
お
か
れ
て
い
た
収
入
役
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
に
お
け
る
条
例
の
制
定
及
び
改
正
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

◎
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

三
役
、
教
育
長
、
期
末
手
当
の
乗
率
を
改
正
（
減
額
）

　

三
役
、
教
育
長
の
給
料
を
更
に
１
年
間
10
％
削
減
す
る
。

　

▽
町
長
７
６
１
０
０
０
円
↓
６
８
４
９
０
０
円
▽
副
町
長

６
０
０
０
０
０
円
↓
５
４
０
０
０
０
円
▽
収
入
役
、
教
育
長

５
６
７
０
０
０
円
↓
５
１
０
３
０
０
円

◎
喜
界
町
副
町
長
定
数
条
例
の
制
定

　

助
役
を
廃
止
し
、
新
た
に
副
町
長
の
定
数
を
１
人
と
す
る
。

◎
喜
界
町
副
収
入
役
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

喜
界
町
副
収
入
役
を
設
置
を
廃
止
し
た
。

◎
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

法
改
正
等
に
よ
る
文
言
の
改
正

◎
喜
界
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
と
喜
界
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

文
言
の
改
正
。（
助
役
↓
副
町
長
）

◎
喜
界
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

文
言
の
改
正
。（
助
役
↓
副
町
長
）

◎
喜
界
町
寡
婦
家
庭
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
文
言
一
部
と
助
成
金
控
除
額
の
外

来
一
部
負
担
金
８
０
０
０
円
を
１
０
０
０
０
円
、
入
院
一
部
負

担
金
の
２
０
０
０
０
円
を
２
５
０
０
０
円
に
改
正
。

◎
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

文
言
の
改
正
。（
助
役
↓
副
町
長
）

◎
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

文
言
の
改
正
。（
助
役
↓
副
町
長
）（
収
入
役
↓
会
計
管
理
者
）

◎
大
島
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

文
言
の
改
正
。（
助
役
↓
副
町
長
）（
収
入
役
↓
会
計
管
理
者
）

◎
奄
美
大
島
地
区
介
護
保
険
一
部
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

文
言
の
改
正
。（
収
入
役
↓
会
計
管
理
者
）
等
。

◎
大
島
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

文
言
の
改
正
等
。（
助
役
↓
副
町
長
）

そ
の
他
の
議
案

□
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
整
備
計
画
に
つ

い
て

　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
（
５
年
間
）
ま
で
の
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
新
た
に
定
め
た
。

□
空
港
臨
海
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料
を
コ
ン
ペ
（
15
人
以
上
）

を
削
除
し
、
一
人
当
た
り
の
料
金
を
平
日
２
，
５
０
０
円
か
ら

２
，
０
０
０
円
に
、
土
・
日
・
休
日
３
，
０
０
０
円
か
ら
２
，

５
０
０
円
に
改
正
し
た
。
ま
た
、
追
加
、
１
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー

は
現
行
ど
お
り
。

□
喜
界
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
に
基
づ
き
、
喜
界
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
た
。

□
喜
界
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

扶
養
、
期
末
手
当
の
改
正
。（
減
額
）

□
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
議
会
議
員
の
費
用
弁
償
及
び
地
区
区
長
、
社
会
教
育
指
導

員
の
報
酬
等
の
改
正
（
減
額
）。

□
喜
界
町
職
員
定
数
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　

喜
界
町
職
員
定
数
の
全
部
を
改
正
。（
減
）

□
喜
界
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

財
産
管
理
課
を
廃
止
、
総
務
課
と
建
設
課
の
事
務
分
掌
の
改

め
た
。

□
喜
界
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
一
保
育
所
用
地
の
合
筆
に
よ
り
地
番
を
湾
１
７
９
６
番
地

か
ら
湾
１
７
９
４
番
地
に
変
更
。

□
喜
界
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

水
質
適
合
の
た
め
の
除
害
施
設
の
設
置
等
に
お
け
る
亜
鉛
５

ミ
リ
グ
ラ
ム
を
２
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
改
正
。

□
喜
界
町
浄
化
槽
清
掃
業
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

　

法
改
正
等
に
よ
る
条
例
全
部
の
改
正
。

会計区分 Ｈ 19（Ａ）Ｈ 18（Ｂ）
比較増減

(A)-(B) ％

一般会計 5,285,196 5,570,650 △ 285,454 △ 5.1

特
別
会
計

国民健康保険
（事業勘定）

1,168,290 1,056,255 112,035 10.6

国民健康保険
（診療所）

186,506 210,291 △ 23,785 △11.3

老人保健 1,141,604 1,141,598 6 0.0

簡易水道 436,179 294,323 141,856 48.2

屠畜場 2,588 2,626 △ 38 △ 1.4

介護保険 753,193 764,631 △ 11,438 △ 1.5

老人福祉施設 445,466 453,016 △ 7,550 △ 1.7

農業集落排水 85,064 81,405 3,659 4.5

公共下水道 373,265 389,730 △ 16,465 △ 4.2

合　計 9,877,351 9,964,525 △ 87,174 △ 0.9

■一般会計・特別会計対前年度比較増減（単位：千円）

■平成 18 年度補正予算（単位：千円）

会計区分 補正前 補正後 計

一般会計
（第４号）

5,619,389 267,262 5,886,651

国民健康保険
（第４号）
事業勘定

1,109,573 31,400 1,140,973

介護保険
（第３号）

778,259 11,845 790,104

簡易水道
（第３号）

319,432 △ 6,700 312,732

農業集落排水
（第３号）

84,695 △ 1,154 83,541

公共下水道
（第２号）

389,730 △ 9,582 380,148

■一般会計当初予算の推移

H9    H10  H11   H12   H13  H14   H15  H16   H17  H18   H19  年度
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平成 19年度　役場職員人事異動一覧表
（Ｈ 19. ４. １付）【喜界町】

昇格 氏名 新任職 前任職
( 課長級 )

益　 一 幸 生涯学習課長兼中央
公民館長 国保診療所事務長

○ 祷 　 勇 国保診療所事務長 生涯学習課長補佐

○ 森 岡　 勝 一 農業委員会事務局長 給食センター所長補
佐

○ 嶺　　 義 久 教育委員会総務課長
兼給食センター所長 建設課技術補佐

○ 廣 田　 貞 利 産業振興課参事兼営
農支援センター所長

農業委員会事務局次
長

( 課長補佐級 )
武 田　 秀 伸 会計課長補佐 収入役室長補佐

住 岡　 秀 樹
選挙管理委員会事務
局長兼総務課長補佐
兼財産管理係長

産業振興課営農支援
センター所長補佐

吉 岡　 強 農業委員会事務局次
長 産業振興課技術補佐

藤 崎　 嘉 老人福祉施設園長補
佐

生涯学習課中央公民
館長補佐

久 保　 一 丸
建設課長補佐（地
籍・公共施設保全等
担当）

財産管理課長補佐

麓　 輝 明 給食センター所長補
佐

老人福祉施設園長補
佐

○ 初　 秀 樹 住民課長補佐兼生活
環境係長 産業振興課係長

○ 加 島　 英 郎 建設課技術補佐 水環境課係長

○ 盛 澤　 博 文 生涯学習課中央公民
館長補佐 住民課戸籍係長

○ 富　 充 弘 産業振興課農産物加
工センター所長補佐 税務課係長

○ 岩 松　 利 和 生涯学習課長補佐 生涯学習課係長

○ 愛 津　 克 浩 産業振興課主幹兼糖
業係長 住民課係長

○ 美 沢　 勝 秀 産業振興課主幹兼換
地係長 産業振興課係長

○ 伊 地 知　 告 産業振興課主幹兼林
務・果樹係長 産業振興課係長

○ 安 藤　 哲 志 給食センター技術主
幹兼調理係長

給食センター調理係
長

( 係長級 )
宝　 幸 江 会計課出納係長 収入役室係長

谷　 田 鶴 子
保健福祉課地域包括
支援センター看護師
長

老人福祉施設看護師
長

○ 富 田　 英 次 住民課戸籍係長 企画課

○ 沖　 康 仁 保健福祉課介護保険
係長 保健福祉課

○ 永 井　 昌 徳 建設課係長 建設課
○ 勝　 昭 則 水環境課水道係長 水環境課

○ 黒 田　 洋 教育委員会総務課庶
務係長 教育委員会総務課

○ 澄 田　 直 敏 生涯学習課埋蔵文化
財係長 生涯学習課

○ 叶　 一 寿 産業振興課係長 産業振興課

昇格 氏名 新任職 前任職
○ 廣　 清 太 建設課地籍係長 財産管理課
○ 和 田　 政 次 建設課空港管理係長 建設課

( 主査級 )
菊 地　 勝 彦 建設課 財産管理課
基江　美千代 建設課 財産管理課
東 郷　 茂 雄 建設課 財産管理課

川 畑　 治 雄 保健福祉課 大島地区消防組合喜
界分署

平 馬　 尚 樹 税務課 国保診療所
古 沼　 寛 之 国保診療所 保健福祉課

春山　瑠美子 生涯学習課中央公民
館 第三保育所（保育士）

川 畑　 桂 生涯学習課図書館 第一保育所（保育士）
○ 植 村　 義 彦 税務課 職員組合
○ 福 島　 悟 企画課 総務課
○ 重 野　 泰 浩 産業振興課 産業振興課

( 一般職 )
西 岡　 恵 理 会計課 収入役室

加 治 佐　 勉 大島地区消防組合喜
界分署 財産管理課

林　 浩 之 生涯学習課 保健福祉課

盛　 真 紀 子 国保診療所（看護師）
保健福祉課地域包括
支援センター（看護
師）

西　 み ど り 老人福祉施設（看護師）国保診療所（看護師）
島 崎　 久 代 第三保育所（調理員）第一保育所（調理員）
( 幼稚園 )

初　 千 加 子 上嘉鉄幼稚園 湾幼稚園
原 田　 幸 子 荒木幼稚園 上嘉鉄幼稚園
要　 凉 子 湾幼稚園 荒木幼稚園
（研修）

仲 悟 鹿児島県総務部市町
村課 税務課

( 新規採用 )
金 久　 貴 人 保健福祉課

穂 積　 鉄 也 産業振興課農産物加
工センター

野 﨑　 拓 司 生涯学習課（埋蔵文
化財担当）

豊 島　 正 季 建設課
相 良　 忠 之 水環境課
( 退職者 ) 平成 19 年３月 31 日付

晴 岡　 和 夫
喜 島　 義 成
向田　宝喜代
岡村　進一郎
貞　 真 智 子
作井　加代子
吉見　三千代
松 田　 裕 美

在
宅
の
看
護
師
さ
ん

　
　
　
　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
は
健
診
や

集
落
で
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業

を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
看
護
師

さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
転
入
さ

れ
た
方
で
、
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
と
活
動
の
お
願
い

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
集
落
説
明
会
で
も

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
中

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
）
で
は
、
各

集
落
で
生
き
生
き
サ
ロ
ン
や
介
護
予

防
教
室
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
新
年
度
の
活
動
計
画
に
取
り
入

れ
て
く
だ
さ
る
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
さ
ん
は
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
の
中
で
、

ナ
ツ
メ
ロ
の
演
奏
や
高
齢
者
が
楽
し

め
る
踊
り
、
手
芸
等
に
協
力
し
て
く

だ
さ
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
３
５
２
２

　

新
年
度
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
は
、
医

療
や
保
健
の
大
き
な
制
度
改
革
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
は
準
備
の
期
間
で
す
。
役
場
だ
け
で
計
画
す
る
の
で

は
な
く
、
町
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　
　
　

　

新
し
く
始
ま
っ
た
特
定
高
齢
者
に

対
す
る
「
介
護
予
防
教
室
」
が
終
了

し
ま
し
た
。
３
か
月
間
、
週
１
回
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
集
っ
て
い
た
だ

い
て
、
下
肢
筋
力
を
強
化
す
る
体
操

や
、「
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
」
の
発
声
練
習
、

毎
食
後
の
歯
や
口
の
手
入
れ
と
健
口

体
操
な
ど
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
均
年
齢
80
歳
を
超
え
た
皆
さ
ん

で
し
た
が
、
歩
行
速
度
な
ど
で
、
大

き
な
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
杖つ

え

な

し
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い

ま
す
。
19
年
度
も
計
画
し
ま
す
。
必

要
な
方
は
お
誘
い
し
ま
す
の
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

５
月
５
日
〜
15
日
は

　
　
　
　
　
　

児
童
福
祉
週
間
で
す
。

　

地
域
・
家
庭
に
お
い
て
す
べ
て
の
子
供
た
ち
が
豊
か

な
愛
情
に
包
ま
れ
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

あなたの相談相手～民生委員・児童委員はいつもそばにいます

～民生委員・児童委員活動強化週間～
平成 19年５月 12日（土）～５月 18日（日）

民生委員・児童委員はみなさんの立場で、親身に相談にのります。

住
吉
紗
羽
ち
ゃ
ん

山
澤
津
叶
く
ん

俊
山
里
穂
ち
ゃ
ん

藤
村
大
成
く
ん

喜
島
健
太
く
ん

長
谷
川
友
輝
く
ん

平成 19 年２月健診
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　喜界あまみ長寿・子宝推進会議が２月 28日、役場コ
ミュニティセンター多目的ホールで開催され、役場職員
や加工グループ、婦人会、八月踊り収録関係者ら、44
人が出席。島食材と伝統文化を活用した長寿・子宝のま
ちづくりに向け、活発な意見や情報を交わしました。
　会は、「特産品開発と島食材の利用促進」や「八月踊
りの記録保存（DVDやビデオテープ）及び伝承」、「島じゅ
うり冊子作成と伝承」の３部構成で進行。
　中でも、今後の取り組みが期待されている農産物加工
センターでの ｢特産品開発｣。平成 19年度から 20年度
にかけて希望する集落の八月十五夜踊りの収録に向け、
スタッフと行政の連携強化を図ります。また、各集落行
事に伴う行事食や伝統食に関するレシピ資料の収集・作
成・普及に取り組んでいくことなど、今後の方向性を示
しました。
　会の終了後は、ドレッシングやかりんとう、ゼリー、
ふくりかんなど、結いグループ ｢喜界｣ が島産の柑橘「フ
スー」の風味を利用した加工品の試食会があり、参加者
らには高評価を得ていました。

フスーのドレッシングなどの問い合わせ
　結いグループ「喜界」代表
　伊牟田さん（☎ 0997-66-0722）
　農産物加工センター（☎ 0997-65-3666）
　※ドレッシングは試作中です。
八月十五夜踊り委嘱録画スタッフ
　北島公一さんへ（☎ 0997-66-0643）

　厳しい中にも優しさが滲
にじ

む無骨な老人と両親
を事故で亡くし、事故のトラウマから心を閉ざし
た孫との不器用な触れ合いを描いた映画「MAZE
（マゼ）」が３月 23 日・24 日の両日、休養村管
理センターで上映されました。
　映画は、祖父と孫の間に様々な事件が展開さ
れていく中、私たちが忘れかけていた人間愛を
映し出し、訪れた観衆は命の尊さを改めて認識
させられました。
　上映のきっかけは、東京のエー ･シー ･イー ･
インターナショナル㈱高橋淳介取締役会長が「現
代、大きな社会問題となっている「いじめ」「自
殺」「少年犯罪」などの抑止につながる作品。是
非、多くの子どもたちやその両親に観てほしい」
と同社に勤務する佐手久出身の貞吉行（42年生）
さんに喜界島での上映を呼び掛けました。
　貞さんは早速、島の 42年生に上映を依頼。
　島では、外内千里氏が実行委員長に、役場職員、

45年生らが全面的にバックアップしました。
　さらに上映活動は島の各事業所にも広がり、事業所の
善意から寄付金も頂いた。資金は活動費やこの映画の内
容と同様に両親を亡くした子どもたちに少しでも役に立
てて欲しいと「ハンドル献金」に寄付されました。

←書籍は、上映当日無償で配付され、
また、町内の各学校や図書館にも寄贈
された。

　島の複雑な海底地形と豊富な生態系に魅せら
れ、海洋研究を進めている鹿児島大学海洋研究
部員 18人が３月 27日から９日間、新種のウミ
ウシ等の調査とダイビングのスキルアップを目
指し来島しました。
　彼らは平成 10 年に合宿候補地を求めて喜界
島に訪れた際に、SDC 喜界のオーナーとの出会
いがきっかけ。今回で10回目の訪問となります。
　島では、ウエットスーツに身を包みスクーター
で島を駆け巡る集団として話題を呼んでいるが、
一度海に潜ると研究に明け暮れています。
　部員のひとりは「鹿児島でもない沖縄でもな
い独特の空気と豊富な生態系そして島の人の暖
かさに心奪われています」と通い慣れた島への
想いを語ってくれました。

←サンゴの産卵（場所は手久
津久港付近）
産卵の確率の高い期間は６月
から７月までの大潮の近辺。

　平成 19 年自
衛隊新入隊者激
励会が３月２
日、町コミュニ
ティセンター多

目的ホールで開かれ、村上清会長（町
防衛協会）、加藤啓雄町長、黒崎浩一所
長（喜界島通信所）らが出席し、新た
に国家・国防の任務を司る自衛隊新入
隊者５名に激励の言葉を贈りました。
　激励会では、加藤町長、黒崎浩一所
長が「イラクの海外派遣や各種の災害
派遣など、自衛隊の遂行する任務は多
様化する社会。これから様々な基礎教
育を受け、全国各地で活躍する島の先
輩方を目標にがんばってください」と
激励しました。
　新入隊者は、喜界高校第 57 期生の
竹下昇君、鍋倉力也君、富田健太君、
白川健将君が曹候補士や２等陸士に、
原田大貴君（第一中卒）が陸上自衛隊
少年工科学校の生徒として入隊します。

　「シュ・シュ」と会場を切り裂かんばかりの音や迫力で、訪れた観
客を魅了した武道「極真カラテ」。
　これは３月 11日、NPO法人全世界空手道連盟新極真会（緑健児代
表）が初めて島で開催した、奄美交流試合（in 喜界島）の一幕。
　当日は、奄美本島や喜界島の道場から幼児、一般までが出場。武道
ファン約 300 人が町体育館に詰めかけ、選手が繰り出す技の一挙一
動に会場が沸きました。
　圧巻だったのは幼児の部。体格差のある相手に、泣いてもただひた
向きに自分の勝利を信じて向かっていく姿に、会場からは大きな拍手
が送られました。さらに一般の部の選手が入場すると様相は一変。禁
手はあるものの間近で激しく展開される攻防に、観客からはどよめき
が起こりました。
　大会を運営した喜界島道場の藤山茂樹支部長は「極真空手を通じて
人間性を高めていき、自らの無限の可能性を追及し、強さと優しさ、
勇気と自信、誰もが求めている『心』を育んでいきたい」と新極真会
の取り組みを紹介しました。また、来年 11月 30 日に九州の全支部
から空手の猛者達が集う ｢第 24 回奄美空手道選手権大会｣ も予定さ
れています。
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平
成
18
年
度

　

平
成
19
年
１
月
、
県
内
の
全
て

の
小
学
５
年
生
・
中
学
１
年
生
・

中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
学
習
し

た
こ
と
が
ど
れ
だ
け
身
に
付
い
て

い
る
か
を
調
べ
る
「
基
礎
・
基
本
」

定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
教
科
ご
と
の

通
過
率
を
、
本
町
の
児
童
生
徒
平

均
と
県
平
均
・
大
島
地
区
平
均
と

で
比
べ
た
も
の
で
す
。 「

基
礎
・
基
本
」

　
　
　

定
着
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

国語 社会
算数
数学

理科 英語

小５県 75.4 81.3 73.2 72.8

小５町 76.8 84.6 74.3 69.5

中１県 72.3 63.3 67.5 64.8 68.5

中１町 70.4 62.6 63.3 59.9 64.5

中２県 70.9 66.9 68.8 63.4 58.3

中２町 70.8 66.6 58.4 61.7 48.0

■教科ごとの通過率（県と町の平均比較）

　

通
過
率
の
結
果
は
以
上
の
よ
う

で
す
が
、
18
年
度
の
各
学
校
の
学

力
向
上
の
取
組
と
本
調
査
結
果
か

ら
、
次
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

学
力
は
、「
自
分
の
夢
を
実
現

す
る
」
た
め
、「
変
化
の
激
し
い

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い

く
」
た
め
に
、
最
も
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
の
意
識
改
革
も
必
要
で
す
。

「
喜
界
の
子
ど
も
も
や
れ
ば
で
き

る
」
が
ん
ば
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

【
成
果
】

○
小
学
校
は
町
全
体
と
し
て
３

教
科
で
県
平
均
よ
り
も
高
い

学
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

○
中
学
校
は
、
一
部
の
教
科
を

除
い
て
大
島
地
区
の
中
で
は

高
い
学
力
を
身
に
付
け
て
い

る
。

【
課
題
】

○
中
学
校
の
学
力
が
、
全
て
の

教
科
で
県
平
均
に
届
い
て
い

な
い
。
授
業
改
善
は
も
と
よ

り
家
庭
学
習
の
質
や
量
も
改

善
さ
せ
て
、
町
を
あ
げ
て
学

力
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

■平成 18年度　小学５年生

■平成 18年度　中学１年生

■平成 18年度　中学２年生

　

平
成
19
年
度
産
さ
と
う
き
び
生

産
分
か
ら
、
さ
と
う
き
び
共
済
の

掛
金
算
出
方
法
に
、
危
険
段
階
別

掛
金
設
定
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

危
険
段
階
別
掛
金
設
定

と
は
？

　

今
ま
で
は
、
共
済
掛
金
を
決
め

る
「
共
済
掛
金
率
」
が
管
内
（
喜

界
島
・
奄
美
大
島
）
一
律
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
19
年
産
か
ら
は

農
家
ご
と
に
過
去
の
被
害
率
に
応

じ
て
８
段
階
の
い
ず
れ
か
に
設
定

さ
れ
ま
す
。

注
意
！

□
過
去
に
被
害
の
少
な
か
っ
た
農

家
は
掛
金
率
を
低
く
設
定　

し
、
被
害
の
多
い
農
家
は
逆
に

掛
金
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

□
共
済
掛
金
率
の
高
い
農
家
に
つ

い
て
は
、
申
し
出
に
よ
り　

共

済
金
額
を
下
げ
て
、
掛
金
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽問い合わせ先
　大島農業共済事務組合
　喜界支所
　☎ 0997-65-3510
■掛金算出方法

倒伏・台風災害

受付いたします！
「小型合併浄化槽設置整備事業補助」について

　町では、よりよい生活環境を保つために有効な「小型合併処理浄化
槽」を自己が居住する住宅などに 新しく設置される方に、平成 19年度
は 25基の補助を行います。
　補助を希望される方は役場水環境課までお問い合わせください。
　なお、下記の区域は補助の対象外となります。
→公共下水道整備区域と農業集落排水整備区域
【湾集落、赤連集落、中里集落、池治集落、荒木集落、城久集落、志戸
桶集落、佐手久集落】

生
命
の
源
！

　

水
は
「
し
ま
ん
ち
ゅ
ぬ
宝
」

　

既
に
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ

て
い
る
方
へ
・
・
・
お
願
い

　

浄
化
槽
は
維
持
管
理
業
者
に
点

検
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

島
は
、
生
活
排
水
を
地
下
に
浸

透
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
生
活
排
水
等
を
地
下
に
浸

透
さ
せ
る
と
大
腸
菌
等
に
汚
染
さ

れ
、
き
れ
い
な
水
が
飲
用
水
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

病
気
等
の
も
と
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ
て
い

る
方
は
正
し
く
浄
化
槽
に
接
続
し

ま
し
ょ
う
。

▽問い合わせ先
　役場水環境課
　☎ 0997-65-1111（内線 77）

〔平成 18年産までの掛金算出方法〕
基準収穫量

過去の出荷実績からの
収穫量

× ８割 ×
共済金額

過去の糖度実績による
１ｔ当たりの金額

×
共済掛金率

4.0%
＝

共済掛金
国の負担
55％

農家負担
45％

〔平成 19年産からの掛金算出方法〕
基準収穫量

過去の出荷実績からの
収穫量

× ８割 ×
共済金額

過去の糖度実績による
１ｔ当たりの金額

×
共済掛金率

6.8%・5.5％
4.9％・4.4％
4.1％・3.8％
3.3％・2.7％

＝
共済掛金

国の負担
55％

農家負担
45％

過去の被害率によ
り、いずれかに設定
されます。

人槽区分 交付額
５人槽 412,000
６人槽 484,000
７人槽 484,000
８人槽 607,000
10 人槽 607,000

■補助金額
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県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ

タ
ー
の
募
集

　

地
域
に
お
け
る
施
策
の
浸
透
状
況

や
問
題
の
所
在
を
把
握
し
、
県
政
に

対
す
る
県
民
の
声
を
幅
広
く
聴
き
、

今
後
の
県
政
の
円
滑
な
推
進
に
反
映

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

● 

職
務

　

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
回
答
す
る
。

● 

任
期

　

平
成
19
年
９
月
１
日
〜
平
成
21
年

８
月
31
日
（
２
年
間
）

● 

応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、
県

政
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
推
進
・
向

上
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
該
当
す
る
方
を
除
く
。

・ 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員

・ 

常
勤
の
国
家
公
務
員
又
は
地
方
公

務
員

・ 

過
去
２
期
（
４
年
）
の
間
に
連
続

し
て
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
者

● 

募
集
期
間

　

平
成
19
年
４
月
16
日
〜
平
成
19
年

６
月
29
日

● 

募
集
人
員　

２
０
０
名

▽ 

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
総
務
部
広
報
課

　

県
民
の
声
係　

担
当
＝
永
吉

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
０
９
３

　

E
メ
ー
ルkenm

in-koe@
pref.

　

kagoshim
a.lg.jp

「
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な

補
償
」
！

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

● 

加
入
人
数　

５
人
以
上

● 

手
続
き

　

加
入
依
頼
書
は
教
育
委
員
会
と
鹿

児
島
銀
行
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
後
、
掛
け
金
と
一
緒
に
鹿
児
島
銀

行
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
損
害

　

被
保
険
者
が
日
本
国
内
で
の
団
体

の
活
動
中
お
よ
び
往
復
中
に
急
激
で

偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
り
被
っ
た

障
害
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
１
１
１

歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進

歌
の
詠
進
要
領 

　

平
成
20
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
火
」 

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

● 

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

⑴ 

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の

⑵ 

習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年

月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。

⑶ 

用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷ 

病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
次
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

㋐ 

代
筆
の
場
合
、
そ
の
理
由
、
代
筆

者
の
住
所
・
氏
名
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

度
限
り
の
助
成
と
し
、
昨
年
ま
で
購

入
さ
れ
た
方
は
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
界
町
役
場
産
業
振
興
課

　
（
産
業
振
興
課
直
通
）

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
４
５
６

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
）
に
加

入
し
て
従
業
員
の
退
職
金

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

● 

中
退
共
制
度
の
特
色

・ 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

・ 

適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・ 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

・ 

掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

・ 

過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間

を
転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き

ま
す
。

・ 

掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え

ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に

支
払
い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡
単

で
す
。

● 

加
入
の
手
続
き

・ 

所
定
の
申
込
み
用
紙
に
記
入
、
押

印
の
う
え
お
近
く
の
金
融
機
関
又

は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３
ー
３
４
３
６
ー
０
１
５
１

　

 U
R
L

：h
ttp
://ch

u
taikyo

.
taisyokukin.go.jp

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

　
「
預
金
制
度
」
は
、
万
が
一
金
融

機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
、
預
金
者

の
保
護
や
資
金
決
済
の
履
行
の
確
保

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
用
秩
序

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
預
金
保
険
制
度
」
に
よ
り
、
当

座
預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預

金
な
ど
は
、
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

定
期
預
金
や
利
息
つ
き
の
普
通
預
金

な
ど
は
、
金
融
期
間
ご
と
に
預
金
者

１
人
当
た
り
、
元
本
１
，
０
０
０
万

円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
綻

し
た
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
預
金
保
険
機
構(

電

話
０
３
ー
３
２
１
２
ー
６
０
２
９
）、

各
財
務
局
等
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
よ
り
さ
と
う

き
び
生
産
者
へ
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
簡
易
な
土
づ
く
り
対

策
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
、

緑
肥
種
子
の
購
入
に
対
す
る
助
成
は

平
成
18
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
界
町
役
場
産
業
振
興
課

　

糖
業
係

　
（
産
業
振
興
課
直
通
）

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
４
５
６

船
便
の
運
航
時
間
が　
　

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

● 

鹿
児
島
か
ら
の
く
だ
り

　

入
港
時
間　

午
前
５
時
５
分

　

出
港
時
間　

午
前
５
時
30
分

● 

鹿
児
島
へ
の
の
ぼ
り

　

火
・
木
曜
日

　
　

午
後
11
時
30
分
入
港

　
　

午
後
11
時
50
分
出
港

　

水
・
金
・
土
曜
日

　
　

午
後
８
時
50
分
入
港

　
　

午
後
９
時
10
分
出
港

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
禎
運
送
店

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
０
０
５
７

国
家
公
務
員
採
用
中
途
採

用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
試
験
）

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
30
歳

代
の
人
を
対
象
と
し
た
国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

● 

受
験
資
格

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
〜
昭
和
53
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

● 

受
付
予
定
期
間

　

６
月
26
日（
火
）〜
７
月
３
日（
火
）

● 

選
考
過
程

　

９
月
９
日
（
日
）（
第
一
ス
テ
ー
ジ
）

● 

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、

１
２
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先

明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、「
再

チ
ェ
レ
ン
ジ
試
験
」
と
朱
書
き
し
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

　

係

　

〒
８
１
２
ー
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１

　

☎
０
９
２
ー
４
３
１
ー
７
７
３
３

　

U
RL

：http://w
w
w
.jinji.go.jp/

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

本
年
度
も
鹿
児
島
国
際
大
学
に
お

い
て
、
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

※ 

試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
下
記
表
の
各
団
体
の
他
九
州

安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
４
２
ー
43
ー
３
３
８
１
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。

㋑ 

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
、

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

㋒ 

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
も
可
。

● 

失
格
の
注
意
事
項

⑴ 

お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

⑵ 

一
人
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

⑶ 

既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一
又

は
類
似
の
場
合

⑷ 

歌
会
始
以
前
に
、
新
聞
そ
の
他
の

出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表

し
た
場
合

⑸ 

代
筆
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ

る
場
合

⑹ 

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

● 

詠
進
の
期
間

　

９
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

● 

あ
て
先

　
「
〒
１
０
０
ー
８
１
１
１ 

宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

 

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

 U
RL

：http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/12/d12-08.htm
l

ご
ま
生
産
農
家
の
皆
様
へ

　

産
業
振
興
課
で
は
、
平
成
19
年
度

「
ご
ま
収
穫
機
械
導
入
事
業
補
助
金
」

交
付
要
領
に
基
づ
き
、
ご
ま
の
収
穫

作
業
の
労
力
軽
減
や
品
質
維
持
を
図

る
た
め
、
機
械
の
購
入
支
援
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
購
入
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
説
明
会
の
開
催
日
時
等
は

集
落
放
送
等
で
後
日
行
い
ま
す
。

● 

対
象
物
件

　

バ
イ
ン
ダ
ー
及
び
唐と

う
み箕
の
内
１
台

● 

補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率

　

機
械
購
入
経
費
に
係
る
二
分
の
一

以
内
の
助
成
、
但
し
２
万
円
を
限
度

と
す
る
。（
事
業
期
間
の
内
１
戸
１

お
題　

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

（
山
折
り
）

〒　

住　
　

所

　
　

電
話
番
号

　
　

氏　
　

名

　
　

生
年
月
日

職　
　
　

業

　
　
ふ

り

が

な

〈書式図〉
（横長）

夏の選別作業には最適

試験日 試験の種類 受験申請書提出先 電話番号

８月 18 日（土）

揚貨装置運転士 港湾貨物運送事業労働災害防止協会　鹿児島支部 099-226-2611
林業架線作業主任者 林業・木材製造業労働災害防止協会　鹿児島県支部 099-260-5356
発破技士 鉱業労働災害防止協会砕石　鹿児島県支部 099-255-2311
クレーン・デリック運転士（クレーン限定）
移動式クレーン運転士

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　鹿児島県支部 099-284-6217

潜水士 建設業労働災害防止協会　鹿児島県支部 099-257-9211
第一種衛生管理者

（社）鹿児島県労働基準協会 099-226-3621
第二種衛生管理者

８月 19 日（日）
ボイラー整備士

（社）日本ボイラ協会　鹿児島支部 099-223-1544一級ボイラー技士
二級ボイラー技士
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近
年
、喜
界
島
の
埋
蔵
文
化
財
「
城
久
遺
跡
群
」
は
、新
聞
や
地
方
局
の
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
大
々
的
に
採
り
上
げ
ら
れ
全
国
的
に
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
群
に
つ
い
て
は
「
古
代
・
中
世
時
代
の
交
易
で
重
要
な
拠
点
の
ひ
と

つ
」
と
ま
で
言
わ
れ
、
考
古
学
や
文
献
史
学
の
分
野
か
ら
様
々
な
研
究
が
、
現

在
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
調
査
・
研
究
の
取
り
組
み
を
埋
蔵
文
化
財
担
当
の
澄
田
直

敏
さ
ん
と
野
崎
拓
司
さ
ん
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

「
古
代
か
ら
中
世
（
千
年
前
）
を
旅
す
る
」
と
題
し
、
町
民
の
皆
様
に
城
久
遺
跡

群
に
つ
い
て
、
情
報
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
。前

畑
遺
跡
・
小
ハ
ネ
遺
跡
編

　

昨
年
度
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
最
新

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
来
な
ら
城

久
遺
跡
群
の
全
体
的
な
説
明
を
先
に
す

べ
き
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
後
々
と
い

う
こ
と
で
お
許
し
く
だ
さ
い
。　

  

さ
て
、
昨
年
４
月
か
ら
今
年
の
３
月
ま

で
ほ
ぼ
１
年
を
か
け
て
城
久
遺
跡
群
の

中
の
前
畑
遺
跡
と
小
ハ
ネ
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
、
調
査
で
は
、
建
物
跡

の
ほ
か
石
敷
き
の
道
跡
と
思
わ
れ
る
も

の
や
砂
鉄
、
そ
し
て
複
数
の
お
墓
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
奄
美
・

沖
縄
で
は
貴
重
な
発
見
事
例
で
す
。
前

畑
遺
跡
で
は
、
５
基
の
お
墓
か
ら
６
体

分
と
思
わ
れ
る
人
骨
を
、
小
ハ
ネ
遺
跡

で
は
、
５
基
の
お
墓
か
ら
５
体
分
と
思

わ
れ
る
人
骨
を
確
認
し
ま
し
た
。
大
き

く
分
け
る
と
火
葬
さ
れ
た
も
の
と
土
葬

の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回

以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
ご
と
に

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
子
牛
の
セ
リ
市
が
３
月
６

日
、
セ
リ
市
場
で
あ
り
、
島
中
の
寳

た
か
ら

利
一
郎
さ
ん
の
子
牛
が
、
町
セ
リ
市

場
最
高
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
リ
市
に
は
雌
79
頭
、
去お

勢す

77
頭
が
出
荷
さ
れ
、
総
売
り
上
げ

価
格
は
、
６
，
９
４
１
万
５
千
円
。

雌
の
最
高
価
格
は
64
万
８
千
円
、
去お

勢す

は
69
万
５
千
円
で
し
た
。

寳　

利
一
郎
（
56
）

島
中
在
住

　

平
成
16
年
、
生
和
糖
業
を
退
職
後

本
格
的
に
畜
産
農
家
へ
転
職
。現
在
、

美
紀
子
さ
ん
と
２
人
で
、
キ
ビ
と
畜

産
の
兼
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
40
頭
ま
で
保
有
牛
を
伸

ば
す
と
言
う
経
営
計
画
を
立
て
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

寳
さ
ん
は
「
子
牛
の
成
長
に
は
、

病
気
が
一
番
気
に
か
か
る
。
病
気
の

予
防
に
は
畜
舎
の
環
境
作
り
が
最
も

大
事
だ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
、
畜
産
農
家
を

　
　
　
　
　
　

目
指
す
方
へ

種
雄
牛
別
出
場
頭
数
を
参
考
に

さ
れ
て
く
だ
さ
い
！

３月の喜界町地区子牛のセリ市結果（売却のみ）消費税抜き

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
先
月
号
ま

で
表
紙
を
飾
っ
て
い
た「
あ
の
日
・

あ
の
頃
」
の
拡
張
版
。
タ
イ
ト
ル

を
「
ア
ル
バ
ム
の
む
こ
う
」
と
題

し
、
町
内
・
町
外
の
方
々
で
、
お

持
ち
の
ア
ル
バ
ム
に
潜
ん
で
い
る

思
い
出
の
残
る
写
真
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

古
き
よ
き
時
代
を
皆
さ
ん
と
分

か
ち
合
い
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

に
写
真
を
通
し
、
島
の
良
さ
を
伝

え
て
い
こ
う
と
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
是
非
、
写
真
と
コ
メ
ン
ト
を

書
い
て
い
た
だ
い
て
企
画
課
ま
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

　

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
喜
界
町
湾

　

１
７
４
６

　

喜
界
町
役
場
企
画
課

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
１
１
１

▽
写
真
説
明

　町内・町外（島出身者に限る）の事業所や店舗などをお持ちの皆
さま、町の広報やホームページに広告を掲載して会社やお店の PRを
しませんか。　　　　 ▽問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111

40

35

30

25

20

15
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5

0

種雄牛別出場頭数（単位：頭）

神
福
徳

岡
茂
福

百
合
茂

安
糸
福

平
茂
勝

勝
忠
平

金　

幸

安
福
久

亀　

勝

そ
の
他

37

14 13
11

7

14 14
12

10

24

市場名 性別
売却
頭数
（頭）

総売上
金　額
（円）

最高
価格
（円）

最低
価格
（円）

平均
価格
（円）

平均
体重
（㎏）

喜界
去
お す

勢 74 37,522,000 695,000 193,000 507,054 241

めす 76 31,893,000 648,000 254,000 419,645 232



　

素
朴
で
島
の
生
活
に
慣
れ
親
し
む
現
代
の
喜
界
島
。
結
い
の
精

神
が
色
濃
く
残
る
島
。
古
来
か
ら
伝
わ
る
名
所
や
観
光
地
、
島
食

材
、
柑
橘
な
ど
・
・
・
そ
れ
ら
の
も
の
は
島
の
大
地
か
ら
生
み
出

さ
れ
先
祖
代
々
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
何
か
ひ
と

つ
視
点
を
変
え
れ
ば
、
様
々
な
も
の
が
見
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
作
成
さ
れ
た
資
料
等
と
共
に
、

今
一
度
あ
り
の
ま
ま
の
島
を
伝
え
、
皆
さ
ん
に
再
認
識
・
再
発
見

を
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

春
浅
き
野
道
を
行
け
ば
満
目
の
緑

の
中
に
菜
の
黄は

な花
揺
ら
ぐ林　

蓮
香

天
草
の
殉
教
の
徒
の
火
を
燃
ゆ
る

命
捧
げ
し
海
静
か
な
り北

島　

シ
ナ

裏
庭
に
蒔
か
ぬ
菜
の
花
咲
き
出
て

詠
ま
ん
と
す
れ
ば
目
白
飛
び
来
る

有
村　

道
子

春
来
る
を
草
木
の
知
る
不
思
議
さ

を
地
球
に
生
き
る
人
は
知
る
べ
し

竹
田　

ヨ
シ
子

汐
の
香
の
匂
ふ
道
の
辺
菜
の
花
の

ひ
そ
か
に
咲
き
て
波
音
聞
け
り

平
尾　

チ
ヨ

吾
が
喜し

ま
界
島
は
ハ
ン
ナ
ー
の
採
れ

る
時
季
と
な
り
贈
り
贈
ら
れ
心
通

い
ぬ　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

上
る
月
茜
さ
す
西
の
空
遠
く
老
い

の
身
に
匂
う
菜
の
花
の
群
れ

美
代　

イ
シ

近
況
を
手
紙
の
は
し
に
書
き
添
え

て
都
会
の
子
等
に
送
る
ゴ
マ
砂
糖

郡　

市
子

あ
る
じ
無
き
庭
の
緋
桜
咲
き
盛
る

我
れ
去
る
と
て
も
花
は
咲
く
ら
む

弥
島　

幸
子

丈
高
き
さ
と
う
き
び
刈
ら
れ
視
野

広
く
畦
の
菜
の
花
群
れ
て
浮
き
立

つ　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

朝
夕
を
分
か
ず
横
た
う
老
い
姑
の

髪
梳
き
を
れ
ば
西
陽
こ
ぼ
る
る

嶺
倉　

祝
子

こ
ん
に
ち
は

　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

氏　

名

坂
元
優ひ
ろ
の
す
け

之
介

樋
口　

拓た
く
と斗

相
良　

和わ

か花

千
田　

善ぜ
ん

保
護
者

博
士

久
二

長
亨

和
典

住

所

佐
手
久

志
戸
桶

伊
実
久

中

里

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

氏　
　
　

名

峰
山　

奥
恵
喜

市
山　

智
美

都　

一
成

平
瀬　

梨
奈

住　

所

赤
連

指
宿
市

浦
原

湾

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

住

所

大
朝
戸

坂

嶺

氏　

名

田
中　

ア
キ

砂
泊　

エ
イ

年　

齢
103
才

90
才

羽

里
湾

上
嘉
鉄

大
朝
戸

赤

連

矢
竹　

寛
介

徳　

芳
克

篠
原　

瑞
夫

愛
津　

裕

田
畑　

勉

53
才

51
才

46
才

79
才

53
才

社
協
だ
よ
り

佐
手
久

中

熊

小
野
津

前
金
久

坂

嶺
湾

上
嘉
鉄

福
島　

恵

田
中　

三
三

北
村　

望

津
村　

ヒ
サ
ノ

開　

貞
一
郎

徳　

道
子

篠
原　

勝
子

■
香
典
返
し

■
寄
付
金

喜
界
町
商
工
会
女
性
部

喜界町の推計人口
（平成 19年３月 31日現在）

世 帯 数・・・・・・・・ 3,699戸（-  46）

人 口・・・・・・・・ 8,387人（-116）

男 ・・・・・・・・ 3,947人（-  33）

女 ・・・・・・・・ 4,440人（-  83）

太
ウフヤグチ

谷口鍾乳洞


